
3)上部消化管内視鏡用マウスピースの開発

鳥取大学医学部附属病院耳鼻咽喉・頭頸部外科 藤原和典 講師

イナバゴム（株）技術開発センター 西需 グループリーダー

第1部 特別講演

医療機器開発 事始め
～小さなことからコツコツと～

AMED 平成28年度国産医療機器創出促進基盤整備等事業鳥取大学医学部附属病院次世代高度医療推進センター

医療機器開発人材育成共学講座シンポジウム

14:15-16:00

日時： 2017年1月27日（金） 14：00 - 17：45

場所： 米子全日空ホテル２階 飛鳥
（情報交換会 18:00-20:00）

〒683-0824 米子市久米町53-2

開会挨拶 鳥取大学医学部附属病院 清水英治 病院長

来賓挨拶 鳥取県 岡村整諮 商工労働部長

休憩（15分）

閉会挨拶 鳥取大学医学部附属病院 原田省 副病院長

その他

情報交換会 （会場：米子全日空ホテル 参加費：5,000円/1名）

1) 集う、はじめる。医療機器開発の新しいカタチ

（一財）ふくしま医療機器産業推進機構 専務理事

ふくしま医療機器開発支援センター 滝澤眞己 センター長

2)医療シミュレータロボット（気管挿管等）の開発

鳥取大学医学部医学教育総合センター 学部教育支援室 中野俊也 准教授

（株）テムザック技術研究所 檜山康明 代表取締役社長

1)歯科用新規マウスピースの開発

鳥取大学医学部附属病院歯科口腔外科 中力直樹 歯科技工士

（株）ケイケイ 内藤邦武 取締役会長

4)赤ちゃんとこどものためのブレード開閉式新型喉頭鏡の開発

鳥取大学医学部附属病院総合周産期母子医療センター 三浦真澄 助教
（株）ヒカリ工業 安部光夫 代表取締役

2)

鳥取大学医学部附属病院耳鼻咽喉・頭頸部外科 藤井太平 医師

16:15-17:35

14:00-14:15

第2部 鳥取県における医工連携の新たな取り組み紹介
～とっとり発医療機器開発支援事業による医療機器開発～

17:35-17:40

17:40-17:45

18:00-20:00
40

インドで医療機器開発～常識が危ない！インド人の中に飛び込んで～



参 加 申 込 書

参加費 シンポジウム参加は無料（情報交換会 5,000円/名）

申込要領 下記参加申込書に必要事項をご記入の上、ファクシミリ又はE-mailにて
お申込みください。

医療機器開発人材育成共学講座 シンポジウム
「医療機器開発事始め ～小さなことからコツコツと～」

申込箇所 鳥取大学医学部附属病院次世代高度医療推進センター

FAX: 0859-38-6746 (TEL: 0859-38-6745)
Email: ngmc@med.tottori-u.ac.jp

申込期限 平成29年1月20日（金）

企業・団体名
T E L － －

F A X － －

所在地
〒

所属・役職

氏 名

E - mail

情報交換会 出席 ・ 欠席 出席 ・ 欠席

本院次世代高度医療推進センターは、医療機器産業へ参入を希望・検討している県内企業の方々に病院を
広く開放し、各診療科・手術現場の見学や医師からのニーズ発表等を通して、医療機器開発に必要な知識等の
習得並びに人材の育成を本院と共に学ぶ「医療機器開発人材育成共学講座」を開設しています。今年度は4回

の講座と、医療機器開発コンサルタントを招聘しての相談会、さらには企業の方々との先進地視察を実施しまし
た。当シンポジウムは、平成28年度事業の締めくくりとして開催するものです。
平成26年度は「医療機器開発のいろは」と題し、医療機器産業が未発達な本県で県内企業の方々が今後医
療機器開発に取り組むために必要な基礎的な情報を発信しました。平成27年度はそれを踏まえて医療機器開

発の障壁を乗り越え参入促進を後押しするため、「医療機器開発への挑戦」とテーマを設定しました。この取組
みを支援するための新規事業が鳥取県により創出され、現在、本院医療者と共学講座に参加している県内企業
による6件の共同開発が進んでいます。来年度には医療機器として上市の可能性が見えてきた物もあり着実に
医療機器開発が進んでいることを受け、平成28年度のテーマを「医療機器開発事始め」と設定しています。

医療機器に関心のある方々はもちろん、一般の市・県民の皆様方にとっても興味深い内容となっていますので、
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

開催趣旨


